
氏名 岡橋　秀典

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

・人文地理学演習Ⅰ（一）
・人文地理学演習Ⅱ（一）
・人文地理学特論（一）
・人文地理学（農村）特殊講義（一）、（二）

授業科目

令　和　２　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本地理学会、人文地理学会、経済地理学会、地理科学学会、東北地理学会、日本南アジア学
会、広島史学研究会、農村計画学会、地域地理科学会、奈良地理学会、名古屋地理学会

日本の農山村地域の変貌とそのメカニズム、およびそこで生じている問題に関する研究
現代インドを対象とした地域研究

名古屋大学大学院文学研究科博士課程単位修得退学

博士（地理学）　名古屋大学　1995年5月取得

人文地理学・農村地理学、インド地域研究

最終学歴

日本学術会議連携会員、【学会役員】　日本地理学会代議員、人文地理学会評議員、経済地理
学会評議員、日本南アジア学会理事、広島史学研究会理事、地理科学学会評議員、【委員等】東
広島市西条酒蔵地区伝統的建造物群保存対策調査審議委員会、広島大学総合博物館客員研
究員、広島大学現代インド研究センター客員研究員

【研究上の特記事項】

【科学研究費補助金】基盤研究（B）　研究課題「現代山村の存立構造とレジリエンス」（研究代表
者）
【共同研究】広島大学現代インド研究センターを拠点とした、人間文化研究機構の現代南アジア
研究

大学院博士後期課程
担当科目

学部担当科目

・地誌学
・村落地理学
・環境地理学概論
・世界地誌概論Ⅰ
・地理学特殊講義（四）
・地理学購読・調査法（四）
・地理学分析・表現法（四）
・地理学演習（四）
・地理学卒業演習（四）

専門分野

所属学会

研究課題

【教育上の特記事項】

【社会的活動】

【学内活動】
（学内職歴を含む）

教務委員会委員、総合研究所運営委員

通信教育部担当科目 ・環境論Ⅳ



単著

単著

単著

④

④

農村地理学の教科書を執筆した。現代
日本農村の全体像を多面的に捉えよう
としたもの。

③

（学会発表）

①

③

（その他）

②

④

③

③

④

（学術論文）

①奥吉野山村・奈良県十津川
村における一集落の変貌―上
湯川集落の200年

②

②

（著書）

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

奥吉野の1山村集落の変貌を近世末か
らのロングレンジで検討した。土地所有
と商品生産が重要なファクターであり、
それらを軸に地域変動が理解された。

①現代農村の地理学 古今書院2020年10月

②

2021年3月 奈良大地理第27号

2020年10月
①インドヒマラヤはどこに向かっ
ているのかー工業化と地域の経
済社会変動

日本南アジア学会第
33回全国大会

ヒマラヤ地域を対象とするシンポジウム
において、4人のパネラーの一人として
インドヒマラヤの社会経済変動について
発表した。


